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を
彩
る
風
流
山
車

第
53
回
町
民
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

活
発
な
プ
レ
ー
に
笑
顔
輝
く

町
に
新
た
な
交
流
宿
泊
施
設

モ
ビ
リ
タ
コ
ー
ト
岩
手
開
業

岩
手
町
秋
ま
つ
り

豪
華
絢
爛
に
開
催

主
な
記
事

　【
表

紙
】　

岩
手

町
秋

ま
つ

り
　

　
岩

手
町

秋
ま

つ
り

（
同

実
行

委
員

会
主

催
）

は
10

月
７

日
か

ら
９

日
ま

で
沼

宮
内

地
区

で
行

わ
れ

ま
し

た
。

３
年

ぶ
り

の
秋

ま
つ

り
の

開
催

に
喜

ぶ
参

加
者

の
笑

顔
が

町
中

に
あ

ふ
れ

ま
し

た
。
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の組 風流　碁
ご ば ん た だ の ぶ

盤忠信

ろ組 風流　雨の五郎

新町組 風流　加藤清正

愛宕組 風流　 暫
しばらく

お通り（渡御）屋台車（北上川清流太鼓）

沼宮内七ッ踊り

沼宮内駒踊り

岩手町秋まつり
豪華絢爛に開催

　岩手町秋まつり（沼宮内稲荷神社例大祭）は 10 月７日から９
日まで沼宮内地区で３年ぶりに行われ、迫力ある風流山車や屋台
車、郷土芸能団体が太鼓や笛の音を響かせながら町内を練り歩き、
３日間で訪れたおよそ２万７千人の観衆を魅了しました。

五日市獅子踊り
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災害時には避難所として利用でき、平常時にはホテルやスポーツ大会の関係者宿泊所としても活用が期待されるモビリタコート岩手

長期滞在が可能な家具や家電が揃った室内

モビリタコート岩手が開業モビリタコート岩手モビリタコート岩手
町総合運動公園内に交流宿泊施設

　
茨
城
県
下
妻
市
に
本
社
を
置
く

㈱
ク
レ
バ
ー
ラ
ク
ー
ン
（
藤
沼
昇

二
郎
代
表
取
締
役
）
が
指
定
管
理

す
る
交
流
宿
泊
施
設
「
モ
ビ
リ
タ

コ
ー
ト
岩
手
」
が
町
総
合
運
動
公

園
内
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
開
業
式

は
10
月
12
日
、
関
係
者
20
人
が
出

席
し
、
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
２
０
１
８
年
の

北
海
道
胆い
ぶ
り振
東
部
地
震
で
仮
設
住

宅
と
し
て
実
際
に
使
わ
れ
た
も
の

を
採
用
。
構
造
は
高
い
防
音
性
や

断
熱
性
を
有
し
た
木
造
平
屋
の
移

動
式
コ
ン
テ
ナ
型
で
、
ト
イ
レ
や

風
呂
、
キ
ッ
チ
ン
や
調
理
器
具
、

生
活
家
電
な
ど
が
揃
っ
た
全
６
室

で
す
。
５
人
部
屋
と
３
人
部
屋
が

各
３
室
あ
り
、
最
大
24
人
が
宿
泊

可
能
。
予
約
や
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

支
払
い
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
、
非
接
触
で
済
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
式
で
は
、
藤
沼
代
表
取
締
役
が

「
町
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し

て
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
多
く
の

人
を
呼
び
込
み
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
。

　
佐
々
木
光
司
町
長
は
「
災
害
や

感
染
症
対
策
と
し
て
施
設
を
整
備

し
た
が
、
平
常
時
に
は
町
の
皆
さ

ん
の
憩
い
の
場
、
ま
た
交
流
人
口

の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を

目
指
す
。
施
設
が
新
た
な
地
域
活

性
化
の
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
人

が
訪
れ
、
町
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
運
営
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
料
金
は
１
泊
あ
た
り
５
千
円
～

８
千
５
百
円
（
時
期
に
よ
っ
て
変

動
）
で
、
予
約
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か

ら
可
能
で
す
。（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら「
モ

ビ
リ
タ
コ
ー
ト
岩
手
」
で
検
索
）

仮
設
住
宅
が
宿
泊
施
設
に

町
の
交
流
人
口
拡
大
に
光

写真提供：STUDIO PEOPLE

　第 53 回町民ホッケー大会（小・中学校の部、一般の部）
は 10 月 15 日と 16 日の２日間、町ホッケー場で小学校の
部は８チーム、中学校の部は５チーム、一般の部は 10 チー
ムが参加して行われました。各チームの選手は、多くの観客
が見守る中、チームの枠を超えて交流を深め、出場した仲間
と、はつらつにプレーを繰り広げました。

３年ぶりの開催！
町民ホッケー大会

佐々木町長から激励を
受ける佐々木栄さん㊧

　マスターズホッケーワールド
カ ッ プ（10 月 19 日 ～ 29 日、
東京都大井ホッケー場）に出場す
る佐々木栄選手（66）＝久保＝
の激励会は 10 月 12 日、町長室
で行われました。国際大会の出場
は初となる佐々木選手は「代表と
して思い切ってプレーしたい」と
活躍を誓いました。

マスターズホッケーＷ杯出場！

▼新採用
・健康福祉課　栗原秀一
・農林課　丸山稔

町職員の人事異動
10月１日付

▼異動（前所属）
・総務課　松村和樹（農林課）
・農林課　福士峻平（総務課）
・税務会計課　大宮空（農林課）

【大会結果】
小学校の部　男子の部　①沼宮内Ａ　②一方井
　　　　　　女子の部　①一方井　②川口Ａ
中学校の部　男子の部　①いわてＢ　②いわてＡ
　　　　　　女子の部　①川口　②沼宮内
一 般 の 部 　男子 39 歳以下の部　①久保　②南山形Ａ
　　　　　　男子 40 歳以上の部　①オッサンズ（久保）
　　　　　　　　　　　　　　　　②南山形Ｂ
　　　　　　男子 55 歳以上の部　久保体協（敢闘賞）
　　　　　　女子の部　①南山形　②水堀
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可愛らしい演技と演奏で会場を沸かせた
城山保育園のマーチングバンドの皆さん

迫力ある演奏を披露した
北上川清流太鼓の皆さん

　
町
の
産
業
が
一
堂
に
集
ま
る
恒

例
の
第
40
回
町
産
業
ま
つ
り
は
10

月
15
日
と
16
日
、道
の
駅「
石
神
の

丘
」を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、関
係
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
で
開
幕
。
農
林
部
門
の

特
産
品
や
町
内
企
業
の
製
品
が
展

示
・
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、牛
乳
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
や
牛
肉
、豚
肉
の
販

売
を
行
っ
た
畜
産
部
門
な
ど
の
産

業
展
、健
康
展
が
出
展
し
ま
し
た
。

ま
た
特
別
企
画
と
し
て
、沼
宮
内

高
の
文
化
祭
と
の
コ
ラ
ボ
出
展
が

行
わ
れ
、３
年
生
の
模
擬
店
や
２

町
産
業
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催

８
０
０
０
人
に
町
産
業
を
Ｐ
Ｒ

町産業まつり
沼高祭と初のコラボ！

第 40回

年
生
の
総
合
的
探
究
の
ブ
ー
ス
な

ど
10
カ
所
出
展
。
２
日
間
で
お
よ

そ
８
千
人
が
訪
れ
、会
場
は
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、城
山
保
育
園
の
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
演
奏
や
岩
手
中
央
幼
稚
園

の
演
技
、も
ち
ま
き
と
お
菓
子
ま

き
、ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
、会
場
は
参
加
者
の
笑
顔
で

あ
ふ
れ
ま
し
た
。
田
沼
夢ゆ
う
と翔
さ
ん

（
13
）＝
江
刈
内
＝
は「
い
ろ
い
ろ

な
出
展
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
」

と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

多くの来場者が訪れた沼高祭の出展ブース前

金
山
会

金
山
会

金
山
会
ががが
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
賞

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
賞

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
賞

食
品
ロ
ス
減
の
取
り
組
み
が
評
価
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【第27回全日本高校・大学生書道展】

　

書
道
公
募
展「
第
27
回
全
日
本
高
校
・

大
学
生
書
道
展
」は
８
月
23
日
か
ら
28
日

ま
で
行
わ
れ
、応
募
総
数
５
，３
２
４
点
の

中
か
ら
、大
町
の
坂
原
書
道
教
室
に
通
う

坂
原
奏
音
さ
ん（
岩
手
女
子
２
年
、沼
宮
内

中
出
身
）が
、か
な
部
門
で
最
高
賞
の
大
賞

に
次
ぐ
書
道
展
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
坂
原
さ
ん
は「
今
回
、展
賞
を
頂
け
て
と

て
も
う
れ
し
い
。
作
品
制
作
を
通
し
て
、

線
の
強
弱
や
文
章
の
意
味
を
考
え
て
作
品

を
表
現
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
自
分
の
限

界
に
挑
戦
し
て
、次
は
大
賞
を
目
指
し
た

い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

かな部門で書道展賞を受賞した坂原奏音さん

　
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
（
熊
林
利
子
会

長
）
の
金
山
会
は
10
月
22
日
、
県
産
の
農

林
水
産
物
の
優
れ
た
加
工
食
品
を
表
彰
す

る
岩
手
ぅ
ん
め
ぇ
～
も
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
受
賞

は
、
町
産
の
授
粉
用
リ
ン
ゴ
の
メ
イ
ポ
ー

ル
と
市
場
に
出
回
ら
な
い
Ｂ
級
品
の
ジ
ョ

ナ
ゴ
ー
ル
ド
を
使
っ
た「
り
ん
ご
ソ
ー
ス
」

が
食
品
ロ
ス
を
無
く
す
取
り
組
み
で
、
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
会
の
佐
々
木
夏
子
さ
ん
（
63
）
＝
子

九
十
＝
は
「
ソ
ー
ス
は
甘
み
と
酸
味
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
、
紅
茶
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
に
よ
く
合
う
。
受
賞
を
契
機
に
、
多
く

の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

【
岩
手
ぅ
ん
め
ぇ
～
も
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
】
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第
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第
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第77回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」 ホ
ッ
ケ
ー
成
年
男
子

　
第
77
回
国
民
体
育
大
会
「
い
ち

ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
は
10
月
２

日
か
ら
６
日
ま
で
５
日
間
、
栃
木

県
日
光
市
の
ホ
ッ
ケ
ー
場
な
ど
で

行
わ
れ
、
選
手
全
員
が
町
出
身
者

の
ホ
ッ
ケ
ー
成
年
男
子
が
全
国
の

舞
台
で
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。

　
社
会
人
チ
ー
ム「
岩
手
ク
ラ
ブ
」

と
大
学
生
で
構
成
さ
れ
た
成
年
男

子
は
、
準
々
決
勝
で
埼
玉
県
代
表

と
対
戦
し
、
０
―
０
の
同
点
で
迎

え
た
Ｓ
０
で
２
―
１
で
勝
利
。
続

く
準
決
勝
で
は
、
岐
阜
県
代
表
に

１
―
３
で
惜
し
く
も
敗
れ
決
勝
進

出
を
逃
し
ま
し
た
が
、
３
位
決
定

戦
で
は
滋
賀
県
代
表
を
２
―
１
で

下
し
、
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
成
年
男
子
が
３
位
以
上
の
成
績

を
残
し
た
の
は
、
２
０
０
２
年
高

知
国
体
の
３
位
以
来
で
20
年
ぶ
り

の
快
挙
で
す
。

20
年
ぶ
り
の
３
位
入
賞

▲（左から）
受賞を喜ぶ
熊林利子さんと
佐々木夏子さん

メイポールの赤い果肉が使われた 
甘酸っぱさが特徴のりんごソース

多くの子どもたちが楽しんだふわふわスライダー

玉こんにゃくを販売したＪＡ女性部の皆さん

シイタケの原木を紹介する町しいたけ生産組合
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線215］まで

きらり
まち ひと

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

県
大
生
が
川
口
中
で
防
災
学
習

地
名
を
活
用
し
防
災
意
識
育
む

Topic
01

　

一
方
井
小（
佐
々
木
悟
校
長
、

児
童
71
人
）の
５
年
生
12
人
は
10

月
４
日
、一
方
井
地
区
の
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
会
場
で
稲
刈
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
町
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
実
行

委
員
会（
千
葉
一
幸
会
長
）と
一
方

井
地
区
営
農
組
合（
三
浦
武
志
組

合
長
）や
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
児
童
は
鎌
を
使
っ
て
手
刈
り
で

稲
刈
体
験
を
行
い
、千
歯
こ
き
や

足
踏
み
脱
穀
機
、唐と
う
み箕
な
ど
昔
の

農
機
具
を
使
っ
て
、脱
穀
作
業
を

体
験
。

　

角
舘
優ゆ

う空
さ
ん
は「
稲
刈
り
で

は
、稲
の
束
を
結
ぶ
の
が
難
し

か
っ
た
。
足
踏
み
脱
穀
機
を
発

明
し
た
昔
の
人
に
感
心
し
た
」

と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、コ
ン
バ
イ
ン
の
試
乗

も
行
わ
れ
、児
童
は
実
際
に
機
械

に
乗
っ
て
稲
刈
を
体
験
。
昼
食
は

Ｊ
Ａ
女
性
部（
遠
藤
美
江
子
部
長
）

の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
新
米
の
お 

に
ぎ
り
と
具
だ
く
さ
ん
の
豚
汁
が 

振
る
舞
わ
れ
、旬
の
味
覚
に
児
童
は

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

Topic
02
昔と今の農機具を使った
田んぼアートで稲刈体験

いつか
どこかで

刈
り
取
っ
た
稲
束
を
手
に
晴
れ
や
か
な
表
情
の
児
童

　
川
口
中
学
校（
工
藤
靖
夫
校
長
、

生
徒
72
人
）１
年
生
24
人
は
10
月

３
日
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

地
域
の
地
形
学
習
と
防
災
の
理
解

を
深
め
る
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
を
務
め
た
の
は
岩
手
県
立
大

総
合
政
策
学
部
４
年
の
村
山
健
介

さ
ん（
川
口
中
出
身
）ほ
か
４
名
。

当
日
は
、村
山
さ
ん
が
川
口
地
区

で
発
生
が
予
想
さ
れ
る
土
砂
災
害

や
河
川
氾
濫
な
ど
の
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
、町
内
の
水
や
川
に
関
連

す
る
子
抱
や
落
合
な
ど
の
地
名
の

由
来
を
ク
イ
ズ
形
式
で
紹
介
。

　

ま
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

生
徒
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
な

が
ら
、過
去
に
河
川
の
氾
濫
が
発

生
し
た
箇
所
や
災
害
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
箇
所
を
確
認
し
、自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
岩
沢
深み
そ
ら空

さ
ん
は「
地

名
と
災
害
の
関
連
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
も
し
災
害
が
発

生
し
た
ら
、友
達
と
協
力
し
て
身

近
な
人
に
避
難
を
呼
び
掛
け
た

い
」と
振
り
返
り
ま
し
た
。

①ハザードマップを見ながら危険箇所の確認を行う生徒
②災害リスクを把握することが大切と話す村山健介さん

②

①

１歳児健診に来てくれたお子さん
のかわいい笑顔を紹介します。

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

プロのバレーボール選手

Smile
Babies No.397

僕
の
夢

私
の
夢スマイル

ベイビーズ

早坂浩さんの次女

早坂 侑
ゆ う な

那ちゃん（尾呂部）

元気でのびのび育ってね。

武田朋樹さんの長男

武田 壱
いっしん

心くん（黒内）

元気にすくすく育ってね！ 　優菜さんの将来の夢はプロのバレーボール選手
になること。「プロになって強い人と試合をして、
たくさん練習してオリンピック選手になりたい」
と元気いっぱいに話します。小学１年からバレー
ボールを始めた優菜さん。紫波町のクラブチーム・
アウルズで、週に２回ほど中学生と一緒にトスや
スパイクの練習に励んでいます。優菜さんのポジ
ションはリベロで、目標の選手はバレーボール女
子日本代表の石川真

ま ゆ

佑選手。「仲間への声かけを
忘れず、試合に繋げていきたい」と感謝の気持ち
を持って日々の練習に汗を流します。

丹内翔太さんの長男

丹内 慶
けい

くん（笈ノ口）

たくましく、優しい子に
育ってね！

大下優也さんの長男

大下 駕
か い り

偉吏くん（大坊）

岩手町のキッズモデルです
（＾＾）

My Dream

（沼宮内小5年）三ツ平 優
ゆ な

菜　さん

ＩＧＲいわて銀河鉄道
通学定期券購入費用の助成

載の上、提出してください。
【提出先】　▽町内のＩＧＲ銀河鉄道駅に設置のポスト
▽町企画商工課企画広報係（2階⑥番窓口）

【申込期限】　12月31日（土）
　町企画商工課企画広報係　☎ 62‐2111（内線 215）

【対象】　ＩＧＲいわて銀河鉄道の通学定期利用者の
保護者　※なお、通学定期の有効期限が令和４年
８月１日から 11 月 30 日までのものに限ります。

【申請方法】　ＩＧＲ各駅から使用証明を受けた「Ｉ
ＧＲ通学定期補助金交付申請書」に所定の事項を記

　町は、列車通学者を持つ家庭の経済的負担を軽減するため、
通学定期券購入にかかった費用の一部を助成しています。

○町内のＩＧＲ銀河鉄道駅に
申請書用のポストがあります
のでご利用ください
・ＩＧＲいわて沼宮内駅
・岩手川口駅
・御堂駅
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沼 宮内郵便局が特殊詐欺防ぐ
○岩手警察署感謝状

　特殊詐欺の被害を未然に防いだとして、岩手警察署（太
田淳署長）は10月５日、同署で沼宮内郵便局の岩舘茂局
長に感謝状を贈りました。９月９日午後４時頃、同局員
が、携帯電話で話しながらＡＴＭを操作している高齢女
性の特殊詐欺被害を疑い、電話内容に特殊詐欺の疑いが
あることを女性に説明。また同局員は直ちに警察に通報
し、特殊詐欺被害が防止されました。岩舘局長は「お客様
の大切な財産を守ることができるよう、今後も特殊詐欺
の未然防止に努めたい」と話しました。

▼10月５日

N e w s × S p o r t s

ミ拾いをしながら交流深め
○はてなウォーキングゴ

　はてなウォーキング（同実行委員会主催）が10月22日、
川口地区で行われ、参加者10人は川口公民館から働く婦
人の家までの往復約１．５㌔を歩き、道に落ちているゴミ
を拾いました。ウォーキング後に交流会が行われ、参加
者は同地区の町並みや風景の美しさについて意見を交
換。町の「世界一楽しいきっかけづくり」で催しを考案し
た町地域おこし協力隊の小田勝宣さんは「普段は車で通
る道でも、参加者が町を歩きながら新しい発見を見つけ、
交流を楽しんでもらえて良かった」と笑顔で話しました。

森
と
海
の
繋
が
り
を
説
明
す
る
平
子
昌
彦
さ
ん
㊨

　沼宮内小（小野寺俊哉校長、児童249人）の５年生38人
は10月17日、ホタテの養殖業を営む㈱隆勝丸の平

た い こ
子昌彦

代表取締役＝宮古市＝を講師に、同小で授業を行いまし
た。この授業はリバーキッズ学習の一環で、児童が北上川
など身近な自然環境に関心を持つことを目的に実施。平
子さんは、ホタテの養殖や漁業についてスライドで説明
し「豊かな自然を未来の世代に残していこう」と力説。鈴
木真

ま ゆ
優さんは「森の豊かな栄養が川を伝って、三陸の豊か 

な漁場を作ることが分かった」と理解を深めたようでした。

森 と豊かな海の繋がり学ぶ
○沼宮内小「リバーキッズ」

　笑顔咲くたまなぼうや市場は10月２日、沼宮内公民館
の駐車場で行われました。町で活動するクラフト作家に
よる手作りの雑貨や、地元野菜を使った飲食物、野菜の
袋詰め販売など全10店舗が出店し多くの人が来場。代
表の熊谷美枝さん（61）＝五日市＝は「イベントを通じて
仲間と楽しく、住民が交流する場を作ることができた」と
笑顔で話しました。この催しは町が主催した「世界一楽
しいきっかけづくり」の一環で行われ、出店者は売上の一
部、１万７千円を町社会福祉協議会に後日寄付しました。

手 作り市場に笑顔が広がる
○世界一楽しいきっかけづくり

ウォーキングをしながら数多くのゴミを拾い笑顔を見せた参加者

感
謝
状
を
受
け
取
る
岩
舘
茂
局
長（
中
央
）

▼10月２日

▼10月17日

地
元
農
家
が
生
産
し
た
新
鮮
な
野
菜
を
販
売

▼10月22日

リーフレットを配布し店舗に防犯協力を依頼する田中泉樹さん㊨

N e ws × S p o r t s

▼10月11日
が 係者一丸で防犯呼び掛け

○秋の全国地域安全運動関
　町防犯協会（武田茂会長）と岩手警察署（太田淳署長）は
10月11日、町内４カ所で秋の全国地域安全運動（10月11
～ 20日）の啓発活動を行いました。当日は、元ホッケー
女子日本代表でロンドン五輪に出場した田中泉樹さん、
全国大会で優勝したホッケーいわてスポ少の男子キャ
プテンの佐藤利

り う
生さん、全国第３位の成績を残した女子

キャプテンの引木葵
あ お い

唯さんの３人が一日警察署長に委
嘱。参加した関係者30人は一日警察署長３人と協力し、
訪れた買い物客に防犯啓発グッズを配布しました。

わ

中
学
生
と
対
話
を
行
う
参
加
者

　さまざまな世代の人が、フォークダンス形式で１分間
ずつ意見交換を行うトークフォークダンスが10月４日、
一方井中（松本隆校長、生徒29人）で行われました。この
催しは、参加者が会話を行いながら対話の大切さを学ぶ
ことを目的に開催。当日は、生徒と大人合わせて60人が
参加し「親しい友人」や「これまで経験した失敗」など10
のテーマについて語り合いました。参加した佐々木カズ
エさん（72）＝下黒内＝は「中学生といろいろな話ができ
て、新鮮でよかった」と満足した表情を見せました。

楽 しい会話で多世代が交流
○トークフォークダンス ▼10月４日

一 方井中でジャズの演奏会
○ジャズコンサート ▼10月19日

　一方井中（松本隆校長、生徒29人）は10月19日、同校の
体育館でジャズコンサートを開きました。コンサート
では、国内外で幅広く活動するジャズバンド・Back to 
the Basicを講師に迎え、生徒はジャズの歴史や演奏のア
レンジ手法について楽曲を鑑賞しながら学習。「聖者の
行進」や同中の校歌など９曲が、巧みなジャズのアレンジ
で演奏され、会場は拍手に包まれました。三浦愛

あ い り
叶さん

（２年）は「ジャズの生演奏を聞くのは初めてだったが、迫
力があった」と演奏に魅了されたようでした。

軽
快
な
ジ
ャ
ズ
演
奏
に
聞
き
入
る
来
場
者

　第42回北岩手地区交通安全ゲートボール大会（同交通
安全対策連絡協議会主催）は９月30日、町総合運動公園で
行われ、八幡平市、葛巻町、岩手町から11チーム62人が参
加しました。高齢者の交通事故を防止しようと４年ぶり
に開催された同大会。コート外に横断歩道が設けられ、
横断歩道を渡る前に手を上げて、左右を確認するという
特別ルールが設けられ、参加者は正しい横断方法を再確
認しました。民部田正治さん（82）＝川原木＝は「普段の
道路横断の際でも注意して横断したい」と話しました。

高 齢者が正しい横断を確認
○北岩手地区交通安全ＧＢ大会 ▼９月30日

挙
手
し
横
断
歩
道
を
渡
る
民
部
田
正
治
さ
ん
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問い合わせは、健康福祉課子育て支援係　☎62‐2111（内線566、567）へ
健康・福祉情報

医療医療医療

診療科 診療日 受付時間

内　科
月～金曜日 08:30 ～

11:30外　科

応援診療科（11 月）
脳神経外科
※要予約 ８日 8:30 ～

11:00

循環器（内科）
※要予約

4､7､11､14､
18､21､25､
28 日

12:30 ～
14:30

小児科 ４､25 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 １､ ８､15､
22､29 日

13:00 ～
15:30

整形外科 18 日 8:30 ～
11:00

※休日当番医、応援診療科は予定を変更す
る場合がありますので、あらかじめ電話で
確認の上、来院ください。

12 月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

日（曜） 当番医
3 （木）佐渡医院
6 （日）沼宮内地域診療センター
13（日）さわやかクリニック
20（日）北上脳神経外科クリニック
23（水）岩手沼宮内クリニック
27（日）佐藤整形外科クリニック

11 月

休日当番医 【受付時間】
　9:00 ～ 17:00

日（曜） 当番医
４（日）沼宮内地域診療センター
11（日）佐々木医院
18（日）佐渡医院
25（日）岩手沼宮内クリニック
29（木）さわやかクリニック
30（金）北上脳神経外科クリニック
31（土）佐々木医院

医 療

■軽い病気と思われる場合、休日の日中は休日当番医を利用ください。
　夜間は平日、休日問わず夜間急患診療所を利用ください。
　▽盛岡市夜間急患診療所　受付時間：午後７時～ 11時
　　（盛岡市神明町3-29 盛岡市保健所2階　☎ 019-654-1080）
　日中の診療時間に受診できる人は、なるべく日中の時間内に受診　
　しましょう。
■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市夜間急
　患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急病の子どもを受
　け入れます。夜間は午後５時から翌朝９時までです。

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受診してく
　ださい。また、重症な子どもの治療に支障をきたさないよう、まずは
　盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください。

こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの☎＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは ☎ 019-605-9000

当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　☎ 019‐653‐1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　☎ 019‐637‐3111
【国　立】　国立病院盛岡医療センター　☎ 019‐647‐2195

子どもが急病のとき

日 月 火 水 木 金 土
11/1
中央

２
国立

３
日赤

４
中央

５
国立

６
中央

７
中央

８
日赤

９
国立

10
中央

11
中央

12
日赤

13
中央

14
中央

15
日赤

16
中央

17
中央

18
日赤

19
国立

20
中央

21
日赤

22
中央

23
国立

24
日赤

25
中央

26
中央

27
日赤

28
中央

29
中央

30
国立

12/1
中央

２
日赤

３
国立

４
中央

５
中央

６
日赤

７
国立

８
中央

９
日赤

10
中央

一人で悩まず相談ください

▶男女共同参画センター相談室　☎ 019‐606‐1762
　家族、職場の悩み、交際相手や性別、性的指向（ＬＧＢＴ）に関する悩み
などの相談を受け付けています。

QRコードからも
当番病院を

確認できます
岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック
佐々木医院
佐藤整形外科クリニック
佐渡医院
さわやかクリニック
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

☎61-2025
☎61-3636
☎62-2234
☎68-7240
☎62-3211
☎62-2043
☎62-2511

※予約不要です。日頃の思いを
　話してみませんか？

【開催日】11 月 14 日、28 日、12 月 12 日
　　　　  毎月第２、第４月曜日 （祝日の場合翌日）

▶健康福祉課　☎ 62‐2111（内線 564）
▶盛岡いのちの電話　☎ 019‐622‐1717（正午～午後 9 時、
 日曜日のみ午後 6 時まで）　▶県精神保健福祉センター
 ☎ 019‐622‐6955（午前 9 時～午後６時）

【時　間】  午後１時～３時
【場　所】  プラザあい１階

町傾聴ボランティア
「おひさまサロン」

▶予約窓口：健康福祉課
☎ 62 － 2111（内線 556）

【開催日】令和５年１月 17 日（火） 　
　精神科の医師に個別で、心の悩みを相談できます。

【時　間】  午後２時～４時（完全予約制）
【場　所】  町保健センター

岩手町
　こころの相談

11月8日は
　「いい歯の日」です！

　　健康福祉課 健康推進係（役場１階⑤番窓口）
　　☎ 62‐2111　（内線564）

　日本歯科医師会は、「生涯、自分の歯で食べる楽しみを味わえるように」との願いを込め、
平成元年から厚生労働省と 8020（はちまるにいまる ) 運動を推進しています。
　歯を失う二大原因は「虫歯」と「歯周病」です。特にも成人に多くみられる「歯周病」は、
気付いた時にはかなり進行していたというケースもあります。永久歯は失うと二度と生えませ
ん。80 歳になっても 20 本以上自分の歯を保つためには、日々の歯みがきなどのセルフケア
に加え、定期的なプロによる歯の手入れが大切です。
　町は、20 歳、30 歳、40 歳、50 歳、60 歳、70 歳、76 歳、80 歳になる人や妊婦、幼児（１
歳３カ月、２歳、２歳６カ月）に無料で歯科健診を案内しています。対象となる人は積極的に
この機会を活用し、歯や口の健康保持・増進に努めましょう。また、日頃から定期的な受診を
行い、口腔環境を確認することで、１本でも多く健康な歯を保つようにしましょう。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

▼
注
意
の
方
向
を
変
え
た
り
、子
ど

も
の
や
る
気
に
働
き
か
け
て
み
ま
し

ょ
う

▼
肯
定
文
で
わ
か
り
や
す
く
、時
に

は
一
緒
に
、お
手
本
に

▼
良
い
こ
と
、で
き
て
い
る
こ
と
を

具
体
的
に
ほ
め
ま
し
ょ
う

　
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
で
は
、虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
児
童
を
発
見
し
た
者
は
、児
童
相

談
所
や
市
町
、福
祉
事
務
所
へ
相
談・

通
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
告
は
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ま
た
調
査
の
結
果
、虐
待
で
は
な
か

っ
た
と
し
て
も
通
告
者
に
責
任
は
あ

り
ま
せ
ん
。
虐
待
か
も
、と
思
っ
た

ら
た
め
ら
わ
ず
に
通
告
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ

る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

　

現
在
、児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

対
応
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
特
に
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る

な
ど
の
重
大
事
件
が
後
を
絶
た
ず
、

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ

き
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、毎
年
11
月
を

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」と
定

め
、児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会

的
関
心
の
喚
起
を
図
る
た
め
、広
報

や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
身
体
的
虐
待
…
殴
る
、蹴
る
、叩

く
、投
げ
落
と
す
、激
し
く
揺
さ
ぶ

る
、や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど

▼
ネ
グ
レ
ク
ト
…
家
に
閉
じ
込
め

る
、食
事
を
与
え
な
い
、ひ
ど
く
不
潔

に
す
る
、車
の
中
に
放
置
す
る
な
ど

▼
性
的
虐
待
…
子
ど
も
へ
の
性
的
行

為
、性
的
行
為
を
見
せ
る
、ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

▼
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
脅

し
、無
視
、家
族
間
の
差
別
的
扱
い
、

子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て

暴
力
を
ふ
る
う（
面
前
Ｄ
Ｖ
な
ど
）

　

子
育
て
に
お
い
て
、し
つ
け
と
称

し
て
、叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
す
る

こ
と
は
、子
ど
も
の
成
長
の
助
け
に

な
ら
な
い
ば
か
り
か
、悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
な
が

ら
、子
ど
も
に
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

▽
子
育
て
に
体
罰
や
暴
言
を
使
わ
な

い
▽
子
ど
も
が
親
に
恐
怖
を
持
つ
と

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
伝
え
ら
れ
な
い
▽
爆
発
寸

前
の
イ
ラ
イ
ラ
を
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
▽

親
自
身
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
そ
う
▽
子
ど

も
の
気
持
ち
と
行
動
を
分
け
て
考

え
、育
ち
を
応
援

▼
子
ど
も
の
気
持
ち
や
考
え
に
耳
を

傾
け
ま
し
ょ
う

▼「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
」に
も
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

▼
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
よ
っ
て

も
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

▼
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
て
、身
の

周
り
の
環
境
を
整
え
て
み
ま
し
ょ
う

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

保
護
者
の
工
夫
の
ポ
イ
ン
ト

児
童
虐
待
と
は

児
童
虐
待
の
相
談
通
告

歯科医院受診で
虫歯と歯周病を予防

児
童
と
の
関
わ
り
方
の
工
夫

▼ 町健康福祉課 
☎ 62‐2111（内線566）
▼ 県福祉総合相談センター
☎ 019‐629‐9605
▼ 児童相談所虐待対応ダイヤル 
☎ 189
　（近くの児童相談所に繋がります）

相談や通告はこちらから

体
罰
な
ど
に
よ
ら
な
い

子
育
て
を
広
げ
よ
う
！
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ま
ち
の
文
芸

町立図書館 ☎62-2877

短
歌

新着図書

八
十
に
な
り
て
室
根
の
頂
に
立
つ
は
健
や
か
な

れ
ば
こ
そ
な
り	

　
　
　
　
愛
木
タ
エ
子

雲
間
よ
り
姿
現
す
十
三
夜
山
車
の
綱
引
き
孫
と

見
上
げ
る	

　
　
　
　
伊
藤
　
一
陽

ユ
ー
モ
ア
に
長
け
た
る
父
と
幼
き
日
共
に
歌
ひ
　

し
童
謡
な
つ
か
し	

　
　
　
　
岩
舘
　
カ
ツ

赤
き
日
は
沈
ま
ん
と
し
て
西
空
に
絹
雲
朱
く
染

ま
り
流
る
る	

　
　
　
　
昆
野
　
功
夫

十
月
に
わ
が
庭
に
咲
く
大
輪
の
朝
顔
あ
ま
た
夏

の
香
の
す
る	

　
　
　
　
瀬
川
　
浩
美

半
年
を
こ
の
日
に
か
け
て
山
車
作
り
は
ん
て
ん

若
衆
の
姿
も
粋
に	

　
　
　
　
高
橋
　
　
糸

も
み
ぢ
が
風
に
吹
か
れ
て
ゆ
れ
動
き
人
の
訪
れ

ま
ね
く
が
ご
と
し	

　
　
　
　
橋
本
　
智
代

自
家
消
費
の
青
菜
も
荒
ら
す
害
獣
に
テ
ー
プ
巡

ら
せ
日
々
せ
め
ぎ
合
ふ	

　
　
　
　
山
口
　
國
男

図書館だより
11月

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

ジャンル 書　　　名 著　　者

小説

切腹屋 岩井　三四二
クロコダイル・ティアーズ 雫井　脩介
いけない２ 道尾　秀介
奇跡を蒔くひと 五十嵐　貴久
ｉｎｖｅｒｔ２ 相沢　沙呼
我、鉄路を拓かん 梶　よう子

エッセイ
生きる目的を知ろう 谷村　久雄
思い出リゾート 嬉野　雅道

児童絵本

おイモだ、ほい！ ほそいさつき
パンどろぼう 柴田　ケイコ
ヨルとよる よしむらめぐ
おふくさんの12かげつ 服部　美法

児童読み物
ふしぎ駄菓子屋　銭天堂⑱ 廣嶋　玲子
ウサギのトリン③ 高畠　じゅん子

児童実用書
だいどころのたね ひさかたチャイルド：出版
こども労働法 山下敏雄・笹置裕亮：共著

「空の科学」が一
冊でまるごとわ
かる

ＤＩＹでキャンピ
ングカーを作る

柿のお菓子づくり ０～６歳まで遊ん
で学べる！新しい
手作りおもちゃ

開館時間　午前９時～午後６時

12月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

図書館の行事
赤マスの日は休館日です。

チビッコ映画館（小学生向け）
　11 月 10 日（木）、24 日（木）
　両日とも午後３時～
おはなし会（小学校就学前の親子）
　11 月 27 日（日）午前 11 時～
　ボランティア「おはなし☆きらきら」
　の皆さんが読み聞かせをします。

俳
句

孫
の
剥
く
林
檎
の
皮
の
長
か
り
し
　
　
　
　
　
伊
藤
　
一
陽

夕
映
え
の
雲
を
止
め
て
秋
の
山
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
金
作

ち
ち
ろ
虫
ほ
か
に
音
な
く
村
暮
る
る
　
　
　
　
遠
藤
　
初
枝

丸
ま
っ
た
老
の
背
を
押
す
野
分
か
な
　
　
　
　
　
昆
野
　
功
夫

あ
せ
る
と
も
手
元
は
闇
の
秋
の
暮
　
　
　
　
　
志
田
　
悦
朗

い
つ
し
か
に
杞
憂
癖
つ
き
敬
老
日
　
　
　
　
向
井
　
梅
子

直
走
る
復
興
道
路
草
紅
葉
　
　		

　
　
　
　
　
山
口
　
國
男

〈
入
選
作
〉

円
楽
も
猪
木
も
病
で
逝
く
別
れ
　
　
　
　
　
佐
藤		

小
草

出
世
し
て
別
る
る
時
も
な
み
だ
す
る
　
　
　
　
久
慈
　
正
和

誰
よ
り
も
別
れ
た
く
な
い
の
は
妻
だ
　
　
　
　
馬
渕
　
　
草

売
り
上
げ
の
良
し
悪
し
別
れ
る
市
の
声
　
　
　
　
鍋
倉
る
み
こ

こ
の
た
び
は
お
別
れ
会
見
手
際
よ
く
　
　
　
　
山
口
　
國
男

コ
ロ
ナ
禍
は
別
れ
た
後
も
さ
み
し
い
よ
　
　
　
　
自
　
　
　
句

題
詠「
別
れ
」　
　
　
　
　
土
橋
は
つ
お
　
選

川
柳

町の地域おこし協力隊が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

活動した２年間を振り返って
～地域おこし協力隊活動を終了します～

町のＳＮＳフォローをお願いします！

Vol.
57

　K
こ び る
OBIRUじかんの「こびる」とは、

「農作業の合間の休憩、軽食」の意味。
　農作業の休憩時間に、気軽に読んで
ほしいと思いを込めたコーナーです。

　今月は、庄子が担当します。

　町の地域おこし協力隊活動を始めて３年目に入った
ところですが、11 月末で協力隊の活動を終了するこ
とになりました。ＳＤＧｓ未来都市事業で新たに立ち
上がった農業関連のプロジェクトや、新聞折込やラジ
オ出演などでＳＤＧｓの情報発信を行ったり、商店街
の皆さんと協力して市場を開いたり、町のさまざまな
事業に関わらせていただきました。町に来た当初は文
字通り右も左もわからず、さらには新型コロナウイル
ス感染症が流行しはじめたときで、イベントの開催が
難しく、人との交流が限られるなど、活動の上で困難
なことがたくさんありました。また、岩手の冬の寒さ
には正直悩まされました…。（今ではいい経験です。）

　町の皆さんには多くのことを教えていただき、励ま
しをもらいました。ありがとうございました。山々に
囲まれた町の自然豊かな街並みや渓流の風景はもちろ
ん、手軽に手に入るおいしい野菜たちと離れるのはと
ても寂しいですが、岩手町の生活は私自身の世界を大
きく広げてくれました。今後はサラリーマンとして関
東に戻りますが、ＳＤＧｓ未来都市の岩手町はこれか
ら活動の場をどんどん作っていくと思います。住む場
所は離れますが、何かできることがあれば力になるつ
もりです。11 月 12 日（土）、13 日（日）に協力隊
の拠点・大町のせりばワークスで、これまでの活動を
展示発表で紹介します。よろしければお越しください。

石神の丘美術館を散策して美しい町の風景を眺めました
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情 報  問い合わせ先
 申し込み先
 メールアドレス

岩手町役場
☎ 62‐2111

イ ン デ ッ ク ス

ねんきんネット
■日本年金機構

　日本年金機構では、パソコンや
スマートフォンで年金情報を確認
できる「ねんきんネット」の利用を
勧めています。自身の年金記録の
確認のほか、将来の年金見込み額
や、各種通知書が確認できます。
　詳しくは、インターネットで「ね
んきんネット」で検索するか、マイ
ナンバーカードを持っている人は
マイナポータルから簡単に利用で
きます。

　日本年金機構ねんきんネット
専用番号　☎0570‐058‐555

秋季火災予防運動
■盛岡中央消防署岩手分署

　11月９日から15日まで全国一
斉に秋季火災予防運動が行われま
す。これから空気が乾燥し、火災
が発生しやすい時季を迎えます。
火の取り扱いに十分注意しましょ
う。また、11月９日は「119番の
日」です。火事や救急などの緊急
時には、慌てずに119番通報しま
しょう。

　盛岡中央消防署岩手分署　
☎62‐6119

休日窓口を開設します
■マイナンバーカードの交付窓口

　町は、平日にマイナンバーカー
ドを受け取ることができない人の
ために、次の日時に同カードを交
付する窓口を開設します。

【日時】　11月23日（水、祝日）　午
前９時～午後４時

【場所】　町民課戸籍住民係
【対象者】　「個人番号カード交付・
電子証明書発行通知書兼照会書」
が届いている人で、平日に受け取
りができない人

【必要なもの】　本人確認書類など
　町民課戸籍住民係（１階①番

窓口）　☎62‐2111

県民手帳の販売
■町企画商工課と町民課で販売

　令和５年１月20日まで、2023
年版の県民手帳（１冊700円）、能
率手帳（１冊800円）を町企画商工
課（２階⑥番窓口）と町民課（１階
①番窓口）で販売します。

里親になりませんか
■確かな絆をすべての子どもに

　保護者の病気など、さまざまな
理由から親元で暮らすことが難し
い子どもたちの健やかな成長のた
めに、県では子育てに愛情や熱意
を持つ里親を募集しています。

　県福祉総合相談センター児
童女性部　☎019‐629‐9608

県最低賃金が改正
■10月20日から時間額854円に

　県最低賃金が令和４年10月20
日から時間額854円となります。
県内で働くパートタイマー・アル
バイトなどを含むすべての労働者
に適用され、賃金額が時間額854
円を下回っている場合は、発効日
以降の賃金額が854円となるよう
是正が必要です。最低賃金の改正
に伴い、業務改善助成金などをご
活用ください。

　岩手労働局　最低賃金担当
　☎019‐604‐3008

就農相談会
■八幡平農業改良普及センター

　八幡平農業改良普及センターで
は、町内で就農希望する人や新品
目の栽培を考えている新規就農者
を対象に個別相談会を行います。

【日時・場所】　12月15日（木）　
午後１時～４時　役場第３会議室

【申込期限】　12月13日（火）
【その他】　相談会は予約制です。
電話、FAXで申し込みください。

・ 　八幡平農業改良普及セ
ン タ ー（ 担 当： 高 橋 ）　 ☎75‐
2233　FAX 75‐2269

土地境界問題の相談会
■県土地家屋調査士会

　県土地家屋調査士会では、盛岡
地方法務局と合同で土地の境界問
題に関する相談会を開催します。

【日時】　12月３日（土）午前10時
～午後４時（予約不要）

【 会 場 】　 ア イ ー ナ ８ 階　813、
814研修室

【内容】　土地の境界に関する相談
に、相談員が回答します。

【費用】　無料
　県土地家屋調査士会　☎019

‐622‐1276

決算方法を動画説明
■盛岡税務署

　税務署では個人事業主を対象
に、決算の方法や注意点を説明す
る動画「決算のしかた（青色申告
編・白色申告編・農業所得編）」を
YouTube国税庁動画チャンネル
に掲載しています。

　盛岡税務署　☎019‐622‐
6141（内線2322）

健幸スタンプラリー
　町では、いわて町ラボの一環として健

けんこう
幸スタンプラリーを開催しています。

　「いわて沼宮内駅」を出発して、町彫刻公園やゆはず交流館など町内全部で７カ所のスポットを巡りながら、
秋の行楽シーズンに楽しくウォーキングを行い、町の特産品などが当たる抽選に応募しましょう！

開 催 期 間
10月７日㊎▶11月30日㊌

▼ 応募方法
　岩手広域交流センター「プラザあい」１階にあ
る参加用紙を持ってスタンプラリー施設を巡り、
スタンプを集め、ゴール地点のプラザあい内の
ボックスへ投函します。

応募方法・賞品など

▼ 賞品
　抽選で豪華賞品をプレゼント！
① モビリタコート岩手ペア宿泊券
② 町で使用可能な商品券5,000円分
③ 町特産品の詰め合わせ
　※当選は賞品の発送をもって発表に代えさせて
いただきます。

▼ Wチャンス
　スタンプラリーをクリアした人が町内の対象飲
食店を利用した場合、町内の飲食店で使えるギフ
ト券が抽選で当たります。

オミクロン株対応２価ワクチンの  町新型コロナワクチン予約・相談センター
☎050‐5445‐4472（午前９時～午後５時 土日祝日除く）

　町は 10 月からオミクロン株対応の２価ワクチン接種
を行っています。１・２回目接種を完了した 12 歳以
上で最終接種から３カ月以上経っている人が対象です。
２価ワクチンは１人１回接種することができます。Ｂ
Ａ . １対応型とＢＡ . ４－５対応型の２種類が使用でき、

か月３ になりました！

２価ワクチンは従来型を上回る効果

　新型コロナウイルスは年末年始に流行するおそれが
ありますので、年内の接種をご検討ください。ワクチ
ンの種類に関係なく、いずれか早く打てるワクチンで
１回接種をしましょう。

年内の接種をご検討ください

新型コロナウイルスワクチン情報

接種可能な間隔が

スタート地点・プラザあいの１階に応募用紙があります

　　  町スタンプラリー運営事務局（テレビ岩手内）　 ☎019‐624‐9043　

どちらも従来型ワクチンを上回る効果が期待されます。
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人口の動き
　人　口　
　世帯数
　　男
　　女

　12,268 人

　  5,440 世帯

　  6,022 人

　  6,246 人

前月比　（－ 22）

　（－ 3）

　（－ 8）

　（－ 14）

令和４年９月 30 日現在 

▼出生３人 ▼死亡 31 人 ▼外国人住民 163 人
▼転入 29 人 ▼転出 22 人

９月受け付け分

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人のみ掲
載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に役場町民
課にお話しください。

●お婿さん、お嫁さん● ０組（１組）

日 お名前 保護者 行政区

９ 上野　楓
ふ う り

莉 健人 下苗代沢１

23 早坂　心
し お ん

陽 優希 下愛宕下

29 髙橋　茉
ま り あ

莉愛 幸輝 上 鴫 沢

●生まれたお子さん●３人（３人）
▼９月

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
１ 松森　エシ （95） 葭原雅之 下野口町
２ 田中　政次郎（86） ノリ子 大 坊
３ 髙原　玲 （90） 本 人 新愛宕下
６ 欠畑　アイ （91） 本 人 上苗代沢
７ 武田　宏昭 （81） 本 人 岩 崎
11 瀧本　 正 （69） 律 子 横 田
12 三浦　タミ （92） 新 一 下 浮 島
13 中村　敏雄 （62） 広 美 細 沢
13 田中　クニ （94） 本 人 下 鴫 沢
14 玉山　ギン （104） 敬 一 境 田
15 遠藤　ミヨス（89） 本 人 黒 石
16 松田　ミサ （80） 本 人 下五日市
17 福森　國男 （90） 久 子 水 堀
18 中村　道雄 （88） ヒサ子 今 松
20 笈口　 子 （90） 本 人 川 原 木
21 清藤　千鶴子（84） 本 人 豊 岡
22 岩﨑　忠衛 （90） 孝 司 岩 瀬 張
22 府金　トミ （97） 本 人 上 大 町
23 留場　トミ （96） 本 人 細 沢
24 田山　精作 （88） 茂 美 下五日市
25 澤口　登吉 （78） ヤス子 下 横 沢
26 立花　良子 （97） 本 人 下 町
26 下戸地　繁男（70） マリエ 相 寅 瀬
29 千 　稔 （75） 富 子 新愛宕下

● 亡 く な ら れ た 人 ● 24 人（31 人 ）
▼９月

ポップコーンのブースは子どもから大人気

来場者から好評だったブルーベリースムージーの販売

　文化祭・沼高祭は10月14日は高校の体育館、15日と
16日は第40回町産業まつりとの初の共同開催で道の駅

「石神の丘」で行われました。今回の沼高祭は、茶道部の
お茶席や美術部の作品展示など、各部の取り組みを伝え
るブースが出展。また、３年生は型抜きやヨーヨー釣り
などの模擬店、２年生の総合的な探究の時間に取り組ん
だ企業活動体験プログラムを実践する６つのブースを出
展し、１年生は総合案内や産業まつりブースなどの開催
協力を行いました。生徒はそれぞれのブースで来場者と
交流し、笑顔いっぱいで文化祭を楽しみました。

沼高祭が産業まつりとコラボ

沼宮内高のイベントや魅力、生徒の活動を紹介します。
タイトルは帷子颯翔さん（３年）のデザインです！

Vol.13

今月のベストピクチャー

産業まつりで環境に優しいカトラリー（食器）を販売する皆さん

◎沼高のホームページでも
　行事の様子をお知らせします　

・最後までコロナの影響でどうなるか分からなかったけれど、生徒全員で沼高祭を成功
させることができて本当に良かった。（２年、生徒会長　澤屋敷慧さん）
・私にとって、文化祭の一般公開は初めてで、お客さんが来るか不安だったが、多くの人
がお茶会に足を運んでくれてうれしかった。日々のお点前の練習の成果を発揮できたと
思う。（３年、茶道部　松本由綺さん）
・ラジオの生放送ではとても緊張したし、うまく話せなかったところもあったけれど、
チームのみんなで楽しく放送できたのでよかった。（２年　中沢あい子さん）
・ブルーベリースムージーの出展体験を通じて、試作やプレゼン、販売など大変だったけ
れど、来場者の「おいしい」という言葉を聞いてやりがいを感じた。（２年　岩崎祐也さん）

沼高LIFE

沼高祭の活動写真

沼高祭の感想を聞きました！

ラジオの生放送に挑戦した
中沢あい子さん

集まったペット
ボトルキャップ

　廃プラスチックの油化の展示ブース
では、町の皆さんから集めたペットボ
トルキャップを油化利用し、取り出し
た油から発電を行いました。
　沼高祭で提供されたポップコーンや
わたあめは、この発電した電気を活用
し、作られたものです。

　廃プラスチックの再資源化

　集まったキャップは約 200 ㌔！（約 80,000 個）
　ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

よろこび かなしみ

◆ 町税などの納付期限 ◆

国民健康保険税（５期）
後期高齢者医療保険料（５期）

11 月 30 日（水）
口座振替日：11 月 25 日㈮

日（曜） 時　間 行　事 場　所

1（火） 9:30 ～ 離乳食教室 町保健センター

２（水） 9:00 ～ ５歳児相談
（平成 29 年 10 月１日～ 12 月 31 日生） 町総合開発センター

6（日） 9:00 ～ 町総合防災訓練 一方井地区

９（水） 13:00 ～ １歳６カ月児健康診査
（令和３年２月 11 日～５月 9 日生） 町保健センター

11（金） 9:30 ～ 妊婦教室 町保健センター

12（土）   9:00 ～ 第 61 回町芸術祭展示部門（～ 27 日）石神の丘美術館

13（日） 11:30 ～ 第 61 回町芸術祭舞台部門 森のアリーナ

16（水）

10:00 ～
盛岡年金事務所出張相談

（要予約：盛岡年金事務所☎ 019‐623‐6211） ゆはず交流館

福祉のしごと出張相談会（相談無料） ハローワーク
沼宮内

13:00 ～
６カ月児健康診査（令和４年５月生まれ）
９カ月児健康診査（令和４年２月生まれ）
１歳児健康診査（令和３年 11 月生まれ）

町保健センター

17（木）   8:30 ～ まんまと湯っこの会 老人福祉センター

18（金）
  9:00 ～ 人権・行政相談 沼宮内公民館

13:30 ～
若者のための就職相談会

（要予約：もりおか若者サポートステーション）
☎ 019‐629‐8460　

（要予約：もりおか若者サポートステーション）
 mail@morisapo.jp

ハローワーク
沼宮内

20（日） 12:45 ～ 第 44 回町郷土芸能発表会 森のアリーナ

23（水）   9:00 ～ マイナンバーカード交付窓口開設日
（当日はカード交付以外の窓口業務は行いません）

岩手町役場
町民課

24（木） 10:00 ～ 子育てサロン“すくすく” 町保健センター

27（日） 13:00 ～ 第８回岩手地区合唱祭 森のアリーナ

町民カレンダー11月

12月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、町ホームページや
回覧などでお知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

日（曜） 時　間 行　事　 場　所

２（金） 9:00 ～ 人権相談 沼宮内公民館

９（金） 9:30 ～ 妊婦教室 町保健センター

14（水）13:00 ～ ３歳児健診
（平成 31 年３月 15 日～５月 22 日生） 町保健センター
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　このコーナーへのお問い合わせ
　 　みらい創造課政策推進係　☎ 62‐2111（内線 218、219）

SDGs未来都市のまち
持続可能な開発目標

　広報いわてまちは、『記
者ハンドブック新聞用字
用語集第 14 版』に基づ
いて記事を作成していま
す。原則、よろこびかな
しみコーナー以外は常用
漢字を使用しています。
　氏名などを掲載する場
合も、常用漢字での掲載
となります。ご理解をよ
ろしくお願いいたします。
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　町は、ＳＤＧｓ未来都市として笑顔がいっぱいの未来を作るために「ＳＤＧｓ未来都市共創プロジェクト」
に取り組んでいます。このプロジェクトの柱の１つ、ＳＤＧｓ姉妹都市連携の取り組みを紹介します。
　この姉妹都市連携は、農業や林業、文化、アート、スポーツ、環境・エネルギーなどの分野でＳＤＧｓの達
成に取り組む外国や国内の自治体などと協力し、交流を深めながら明るい未来を作る取り組みです。今年は、
具体的に自治体連携を進めるため、埼玉県さいたま市でＰＲイベント「岩手町×さいたま市ＳＤＧｓツアー」
を 10 月 18 日から 23 日まで開催しました。このイベントでは、町特産のキャベツをはじめとした農畜産物
やソーセージなどの加工品販売、岩手町が行う取り組みの紹介、さいたま市・清水勇人市長と佐々木光司町長
の首長対談を実施。22 日には、佐々木町長が町特産品を手に、来場者に岩手町のＰＲを行いました。町と自
治体連携を進める東京都豊島区でも、同様のＳＤＧｓツアーが 10 月から 11 月にかけて行われます。
　さいたま市とは、環境・エネルギー分野を起点に、経済や社会面での連携を進めることで両自治体のＳＤＧ
ｓ達成に向けた取り組みにつなげることを目指します。さいたま市と町がともに未来を考え、未来を共に作る
ことで全国に発信できる自治体連携のモデルを構築し、岩手町から笑顔がいっぱいの輪を広げていきます。

自治体連携へ一歩前進
さいたま市ＳＤＧｓツアーで来場者に町産品をＰＲする佐々木町長 清水勇人さいたま市長と佐々木町長の首長対談
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